
診療情報を用いた研究に関する情報公開（オプトアウト） 

 

【研究課題名】 

子宮内膜ポリープ切除術後の不妊治療成績に関する検討 

 

【この研究の目的・意義】 

子宮内膜ポリープは、不妊の原因の一つとなる可能性があると考えられており、不妊治療では子

宮鏡下子宮内膜ポリープ切除術（TCR）が広く行われています。 

本研究では、不妊治療中に子宮鏡検査を受けられた方を対象として、子宮内膜ポリープの有無

や特徴（個数、大きさ、存在部位）、子宮鏡下子宮内膜ポリープ切除術（TCR）の実施の有無と不

妊治療成績との関連について検討することを目的としています。得られた結果は、今後の不妊治

療におけるより適切な治療方針の検討や診療の向上に役立てます。 

 

【研究の方法】 

診療録（カルテ）に記録された情報を収集し、個人が特定できないよう匿名化したうえで統計学的

に解析します。 

収集した情報をもとに、患者背景や子宮内膜ポリープの特徴と不妊治療成績との関連について

検討します。 

本研究のために新たな検査や採血、お薬の投与などを行うことはなく、患者さんへの追加のご負

担はありません。 

 

【研究対象となる方】 

2022 年 4 月から 2027 年 4 月までの間に、鎌ヶ谷 ART クリニックで不妊治療中に子宮鏡検査を受

けられた方を対象としています。 

なお、子宮鏡下子宮内膜ポリープ切除術（TCR）は、関連施設である鎌ヶ谷バースクリニックで施

行された症例を含みます。 

 

【研究に用いる試料・情報の種類】 

① 試料（研究に使用する検体など） 

本研究では試料は使用しません。 

② 情報 

・年齢、身長、体重などの基本情報 

・不妊期間および不妊原因 

・不妊治療の内容（体外受精・顕微授精（ART）、人工授精（IUI）、タイミング療法（TI）など） 

・子宮鏡検査所見 



・子宮内膜ポリープの有無、個数、大きさ、存在部位 

・子宮鏡下子宮内膜ポリープ切除術（TCR）の実施の有無および手術所見 

・胚移植回数および胚移植の転帰 

・妊娠成立の有無 

・流産の有無 

・出産週数、出生児の有無などの妊娠転帰 

 

【研究実施体制】 

〈研究実施機関〉 

鎌ヶ谷 ART クリニック 

〈研究責任者〉 

平光 史朗 

 

【外部への情報提供について】 

本研究で収集した情報は、個人を特定できないよう匿名化したうえで適切に管理・解析し、外部の

研究機関等へ提供することはありません。 

 

【研究期間】 

倫理委員会承認日から 2029年 4 月 30日まで 

 

【個人情報の取扱い】 

研究に利用する診療情報は匿名化し、氏名など患者さんを特定できる情報を削除したうえで適切

に管理します。 

本研究の成果は、学会や医学雑誌等で公表することがありますが、公表する内容に患者さん個

人を特定できる情報が含まれることはありません。 

 

【研究への診療情報の利用を希望されない場合】 

ご自身の診療情報を本研究に利用することを希望されない場合は、下記までお申し出ください。

お申し出いただいた患者さんの情報は研究対象から除外いたします。 

なお、お申し出いただいたことにより、診療上の不利益を受けることはありません。 

 

【お問い合わせ先】 

鎌ヶ谷 ART クリニック 

研究責任者 平光 史朗 

〒273-0107 千葉県鎌ケ谷市新鎌ケ谷 4-2-10 

TEL：047-442-3377 


